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―この50年とこれから―

2015年5月29日

LSF卓話会

日外アソシエーツ(株)　代表取締役社長　大高利夫

�日外アソシエーツ（株）1965年創立：

　1971年、現社名となる

�レファレンスツール作りの原点

I. 専門研究者やレファレンスに役立つこと

II. 情報（メタデータ）を記録すること

III.その記録を自由に引き出せること（データベース化）

1

1970年代（レファレンスツール作り黎明期）

� 1973年　最初のツール：横文字「CUMULATIVE INDEX 

to entire IEEE Group Transactions/Journals 1951～

1971 Subject & Author」（約2,700pp-　2冊）

- ツール作りにコンピュータ処理導入時代

� 1975年　最初のツール「日本統計索引」「日本統計索引」「日本統計索引」「日本統計索引」
（約2,000頁）

�1976年　「文献要覧文献要覧文献要覧文献要覧」シリーズ刊行開始

�1978年　「現代日本執筆者大事典現代日本執筆者大事典現代日本執筆者大事典現代日本執筆者大事典」シリーズ刊行開始

-横文字のコンピュータ処理・編集

-日本語のコンピュータ漢字処理・編集
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1980年代（大きいことは良いことだの時代）

� 1979年　経済・産業関係記事情報（JOINT）のデータ

ベース化（経文研（専門図書館14機関）編集、経済・産業関係1,000

誌の記事情報）

� 1981年　JOINTデータベースデータベースデータベースデータベース：日経NEEDSにより、

オンラインサービス スタート

� 1981年　「WHO」データベースの構築に入る

� 1982年　「書誌年鑑書誌年鑑書誌年鑑書誌年鑑」シリーズ刊行開始

-コンピュータ漢字処理によるデータベース化時代

-オンライン情報サービス時代に入る
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1980年代（大きいことは良いことだの時代）

� 1983年　「人物レファレンス事典人物レファレンス事典人物レファレンス事典人物レファレンス事典」シリーズ（人名事典の総索

引、18万人収録）刊行開始

� 1985年　「MAGAZINE」、「BOOK」データベースの構築

に入る

� 1986年　「NICHIGAI ASSIST」

　　オンライン情報サービス スタート
　　　（データベース：WHO、MAGAZINE、BOOK）

� 1987年　「現代日本人名録現代日本人名録現代日本人名録現代日本人名録」（約5,900頁

　　　85,000人収録）刊行開始
　　　⇒　データベース「WHO」を基礎データとして編集

� 1989年　「最新文学賞事典最新文学賞事典最新文学賞事典最新文学賞事典」（明治～昭和の600賞）刊行開始
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1990年代（過渡の時代）

� 1990年　ソニー電子ブック EB、4種刊行

� 1992年　「現代外国人名録現代外国人名録現代外国人名録現代外国人名録」（180カ国、17,000人

収録）シリーズ刊行開始

� 1992年　「美術作品レファレンス事典美術作品レファレンス事典美術作品レファレンス事典美術作品レファレンス事典」シリーズ

刊行開始（美術作品の図版総索引）

� 1995年　ソニー電子ブック大賞受賞

-パソコン通信がインターネットへ

-初期電子書籍（電子ブック EB、CD-ROM）の台頭
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1990年代（過渡の時代）

� 1997年　インターネット情報サービス開始、

　　使い放題定額制料金スタート

　　（「NICHIGAI ASSIST」→「NICHIGAI/WEBサービス」）

� 1997年　「近代日本社会運動史近代日本社会運動史近代日本社会運動史近代日本社会運動史

　　人物大事典人物大事典人物大事典人物大事典」（15,000人収録）刊行
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2000年代（何でもありの時代） 衝動に支配される時代の幕開け

� 2000年　アマゾンなどのネット書店に「BOOK」

データベース提供開始

� 2001年　「科学技術科学技術科学技術科学技術45万語対訳大辞典万語対訳大辞典万語対訳大辞典万語対訳大辞典」刊行

-インターネット検索、フリー全文検索の時代

-電子書籍、PDF化などの浸透始まる

-レファレンス要求の拡散、細分化が始まる

-簡単、ストレートな一次情報の入手欲求
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2000年代（何でもありの時代） 衝動に支配される時代の幕開け

� 2003年　図書館：委託・指定管理者制度の導入始まる

「日本の図書館2014」より
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2000年代（何でもありの時代） 衝動に支配される時代の幕開け

� 2004年　「e-レファレンスレファレンスレファレンスレファレンス/ツールツールツールツール」（参考図書の

電子化、分野メニューごと）サービス開始

� 2004年　「植物レファレンス事典植物レファレンス事典植物レファレンス事典植物レファレンス事典」（図版の総索

引シリーズ）刊行開始

� 2005年　個人情報保護法施行

� 2006年　「CD-県史誌県史誌県史誌県史誌」シリーズ刊行開始
　（書籍版は2010年刊行）
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2000年代（何でもありの時代） 衝動に支配される時代の幕開け

� 2009年　「世界災害史事典世界災害史事典世界災害史事典世界災害史事典」「日本災害史事典日本災害史事典日本災害史事典日本災害史事典」

刊行

� 2013年　「3.11の記録の記録の記録の記録東日本大震災資料総覧東日本大震災資料総覧東日本大震災資料総覧東日本大震災資料総覧」

シリーズ刊行

� 2015年　「現代日本執筆者大事典現代日本執筆者大事典現代日本執筆者大事典現代日本執筆者大事典第第第第5期期期期」刊行


